
中学生ダンサー集結！
　11月15日㊌、市民体育館にて第34回長生郡市ダンス発表会が開
催されました。長生郡市内の中学校から計30チームが参加し、授
業などで練習したリズムダンスや創作ダンスを披露。
　生活の中にある身近な話題や時事問題などがテーマに取り入れ
られ、表情豊かにのびのびと表現しました。
　また、茂原北陵高等学校のダンス部による模範演技の他、ダン
スのレクチャーを受けるなど充実した発表会となりました。　
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◆
日
時

　

令
和
６
年
１
月
21
日
㊐
（
受
付

８
時
15
分
～
８
時
45
分
）

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
（
予
備　
　

　

日
な
し
）

◆
会
場　
茂
原
公
園

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
学
小
学
１
年
生

〜
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

◆
費
用

　

１
組
６
０
０
円
（
保
険
料
等
）

◆
申
込

　

12
月
17
日
㊐
ま
で
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み

◆
主
催

　

茂
原
市
教
育
委
員
会
・
茂
原
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

◆
協
力　
茂
原
市
陸
上
競
技
協
会

◆
種
目

・�

親
子
レ
ー
ス
小
学
校
１
・
２
年

生
と
そ
の
保
護
者�

６
２
０
ｍ

・�

親
子
レ
ー
ス
小
学
校
３
年
生
と

そ
の
保
護
者�

８
２
０
ｍ

日　時　令和6年1月7日㊐
　　　　11時～ 12時（受付開始10時30分）

対　象　平成15年4月2日から平成16年4月1日生まれ
　　　　※対象者には12月上旬にご案内状を発送します。

場　所　市民体育館
　　　　※駐車可能台数に限りがあります。なるべく送迎等でお越しください。
　　　　※近隣商業施設や道路への駐車はご遠慮ください。

最新情報はこちらから

問合せ　生涯学習課（９階）　☎（20）1559　 （20）1607

お車でお越しになる方へ
送迎でお越しの方

・混雑緩和のため、送迎者専用の進路を設けています。
　こちらは一方通行となりますので、ご注意ください。

・駐車場をご利用になる方は、駐車場出入口からお入り
　ください。

駐車場出入口

乗降場所
進路（一方通行）

PP

P

【会場】
市民体育館

土俵
セブンイレブン 関係者駐車場

博全社

駐輪場

公園

保健
センター関

係
者
駐
車
場

駐車場をご利用の方

⬅本納方面 茂原市役所方面➡

第
44
回

　
茂
原
市
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

�

開
催
し
ま
す
！

　
５
年
ぶ
り
の
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
茂
原
公
園
の
工
事
の
た

め
種
目
と
対
象
者
を
制
限
し
て
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９　

⒇
１
６
０
７

令和６年令和６年 茂原市成人式 茂原市成人式 
～二十歳のつどい～～二十歳のつどい～
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走
っ
て
、
遊
ん
で
、
ふ
れ
あ
い



友だち 
募集中！

茂
原
市
長
　
田

中

豊

彦

No.154

市
長
市
長
がが
行
く
行
く

茂
原
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

　

11
月
10
日
に
合
同
会
社
茂
原

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
に
よ
る
太
陽
光

発
電
所
の
竣
工
式
が
現
地
に
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
か

ら
3
年
半
の
開
発
を
経
て
完
成

し
、
正
式
に
稼
働
し
た
の
は
、
今

年
の
4
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
広

大
な
土
地
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
た

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
圧
巻
の
光
景

で
す
。
こ
こ
の
用
地
は
そ
も
そ
も

住
宅
地
と
し
て
申
請
さ
れ
た
土
地

で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
凍
結
さ
れ

て
い
た
も
の
を
住
宅
地
か
ら
用
途

変
更
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
、
完
成
に
こ
ぎ
着
け
ま
し

た
。
そ
の
努
力
に
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

こ
の
茂
原
太
陽
光
発
電
所
は
、

関
東
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
も
の

で
、
茂
原
市
に
と
っ
て
も
税
収
増

を
も
た
ら
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掲
げ

る
茂
原
市
の
施
策
に
も
適
合
し
て

い
る
た
め
、
今
後
大
い
に
貢
献
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
順
調
に
稼
働

し
、
市
内
約
４
万
２
千
世
帯
の
う

ち
１
万
４
千
世
帯
分
を
賄
え
る
ほ

ど
の
発
電
量
を
も
た
ら
す
と
聞
き
、

改
め
て
そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
実
際
に
は
、
発
電
し

た
電
気
は
東
電
に
買
い
取
ら
れ
る

よ
う
で
す
が
、
今
後
蓄
電
能
力
が

向
上
し
て
く
る
と
、
日
中
に
発
電

し
た
電
力
を
蓄
電
し
て
、
夜
間
や

緊
急
時
の
電
力
供
給
に
も
大
い
に

役
立
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
ま
す
。

　

今
、
持
続
可
能
な
世
界
を
目
指

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
次
世
代
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
た
車
の
開
発
な
ど
も
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
が
、
水
素
を
作
り

出
す
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
コ
ス
ト

が
か
か
り
、
即
戦
力
と
な
る
に
は

今
少
し
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
あ
る
い
は
、
石
油
に
代
わ
る

新
し
い
人
工
石
油
の
研
究
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実

用
化
す
る
の
は
も
う
少
し
先
の
未

来
の
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
太
陽
光
発
電
、
風

力
発
電
、
水
力
発
電
、
地
熱
発
電

等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
絡
ん
だ
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
、
今
現
実
的
に

こ
の
茂
原
市
で
太
陽
光
発
電
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
今

回
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き

な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一

方
税
収
の
面
で
す
が
、
仮
に
今
回

の
こ
と
で
茂
原
市
に
1
億
円
の
税

収
増
が
あ
る
と
す
る
と
、
茂
原
市

が
交
付
税
（
※
）
交
付
団
体
で
な

け
れ
ば
1
億
円
の
税
収
増
に
つ
な

が
る
の
で
す
が
、
交
付
税
で
75
％

カ
ッ
ト
さ
れ
て
く
る
た
め
、
実
質

的
に
は
2
千
5
百
万
円
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
以
前
に
も

指
摘
し
ま
し
た
が
、「
ト
ン
ビ
に

油
揚
げ
を
さ
ら
わ
れ
る
」
で
、
国

は
も
う
少
し
企
業
誘
致
し
た
努
力

を
交
付
税
に
反
映
さ
せ
な
い
と
、

企
業
誘
致
に
も
力
が
入
ら
な
く
な

る
と
思
う
の
で
す
が
。

※
国
税
の
一
部
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
も
の

「市長と話し合う会」の 
中止のお知らせ

　「広報もばら」11月1日号でお知らせしまし
た、12月17日㊐開催予定の「市長と話し合う会」
につきましては、茂原市議会議員補欠選挙の投
票日と日程が重なったため中止いたします。参
加を予定されていた方にはご迷惑をお掛けしま
すが、ご理解のほどよろしくお願いします。
　なお、市政へのご意見・ご要望は、「市長へ
の手紙」にて随時受け付けています。各公共施
設に専用封筒と便せんを設置して
いる他、FAXやメールフォームな
どからもお送りいただけますので
ご活用ください。

問合せ　秘書広報課（3階） 
☎（20）1512　 （20）1601

令和6年 
新年交歓会を開催します
　令和6年の新年を迎えるにあたり、新年交歓
会を開催します。

◆日時　令和6年1月4日㊍　11時～
◆場所　市役所市民室
◆会費　1,000円
◆申込　�12月22日㊎までに、

秘書広報課、本納
支所に費用を添え
て申し込み

問合せ　秘書広報課（3階） 
☎（20）1512　 （20）1601
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特別会計
会計名 予算額

収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険
事 業 費 100億9,256万円

41億8,276万円 41.4%
37億4,426万円 37.1%

農業集落排水
事 業 費 8億1,432万円

2億2,890万円 28.1%
1億5,988万円 19.6%

駐車場事業費 4,579万円
2,200万円 48.0%
1,510万円 33.0%

介 護 保 険
事 業 費 81億9,402万円

36億844万円 44.0%
33億8,013万円 41.3%

後 期高齢者
医療事業費 14億8,595万円

5億7,191万円 38.5%
3億2,601万円 21.9%

合　計 206億3,264万円
86億1,401万円 41.7%
76億2,538万円 37.0%

市税内訳
税　目 収入済額 市民一人当たり

の市税負担額

市 民 税 25億1,419万円 28,965円
固定資産税 39億8,418万円 45,901円
市たばこ税 3億1,756万円 3,658円
都市計画税 3億2,074万円 3,695円
その他の税 2億9,144万円 3,358円

合　計 74億2,811万円 85,577円
※令和5年9月30日現在　人口86,800人

基金の状況
基金名 現在高

財 政 調 整 基 金 29億6,920万円
減 債 基 金 2,305万円
その他の一般会計基金 3億3,588万円
特 別 会 計 基 金 合 計 29億3,096万円
公営企業会計基金合計 2,815万円

合　計 62億8,724万円

市税
74億2,811万円

44.6%

市税
74億2,811万円

44.6%

諸収入
1億5,201万円
0.9%

諸収入
1億5,201万円
0.9%

繰入金
9億8,000万円
5.9%

繰入金
9億8,000万円
5.9%

地方消費税交付金
11億9,529万円

7.2%

地方消費税交付金
11億9,529万円

7.2%

地方交付税
32億2,852万円

19.4%

地方交付税
32億2,852万円

19.4%

その他一般財源
3億1,755万円

1.9%

その他一般財源
3億1,755万円

1.9%

歳　入
予算現額

346億1,078万円
収入済額

166億5,110万円
収入率 48.1%

歳　出
予算現額

346億1,078万円
支出済額

135億7,218万円
執行率 39.2%

国庫支出金
23億3,437万円

14.0%

国庫支出金
23億3,437万円

14.0%

県支出金
2億3,823万円
1.4%

その他特定財源
7億7,702万円
4.7%特

定

財

源 一

般

財

源

総務費
12億342万円
8.9%

総務費
12億342万円
8.9%

民生費
51億4,167万円

37.9%

民生費
51億4,167万円

37.9%

土木費
12億8,714万円

9.5%

土木費
12億8,714万円

9.5%

その他
1億2,677万円　0.9%

公債費
15億7,182万円

11.6%

公債費
15億7,182万円

11.6%

教育費
10億5,476万円

7.8%

教育費
10億5,476万円

7.8%

消防費
7億5,554万円
5.5%

衛生費
15億4,555万円

11.4%

衛生費
15億4,555万円

11.4%

農林水産業費
3億4,641万円　2.5%

商工費
5億3,910万円
4.0%

一般財源（使い道が特定されない財源）
市税
皆さんに納めていただいた税金

地方交付税
国税の一部から、市の財政状況に応じて
交付されるもの

地方消費税交付金
県からの消費税に係る交付金

その他一般財源
国からの地方譲与税、交付金など

特定財源（使い道が特定されている財源）
国庫支出金
国からの負担金や補助金など

繰入金
特別会計や基金から入ってきた額

県支出金
県からの負担金や補助金など

諸収入
貸付金の元利収入・雑入など

その他特定財源　
前年度からの繰越金、各種証明手数料など

一般会計歳入

茂原市の
おさいふ事情

※１万円単位で端数処理しています。

問合せ　財政課（４階）
☎（20）1517　 （20）1603

令和５年度上半期（4月〜 9月）
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公営企業会計　下水道事業
区　分 予算額 収入および

支出済額 比　率

収益的収入額 15億1,573万円 5億8,430万円 38.5%
収益的支出額 15億8,186万円 1億4,995万円 9.5%
資本的収入額 9億5,200万円 1億572万円 11.1%
資本的支出額 15億6,835万円 1億9,634万円 12.5%

市債の状況
区　分 現在高

一般会計 356億7,184万円
第三セクター等改革推進債 77億5,740万円
臨時財政対策債 151億926万円
その他 128億518万円

特別会計 15億2,771万円
下水道事業債（農業集落排水事業） 15億2,771万円
駐車場整備事業債 0万円

公営企業会計 46億7,574万円
下水道事業債（公共下水道事業） 46億7,574万円

合　　計 418億7,529万円

公営企業会計
使用料金の収入などの収益により維持される独立採算
を原則とする会計

公営企業会計の会計方式
収入支出全ての資産の増減を、発生した時点で記帳す
る発生主義を採用

収益的収支
下水道使用料や施設管理等の経営活動に関する収入・
支出

資本的収支
経営活動に必要な施設の整備や機器の調達等、資産形
成に関する収入・支出

市税
74億2,811万円

44.6%

市税
74億2,811万円

44.6%

諸収入
1億5,201万円
0.9%

諸収入
1億5,201万円
0.9%

繰入金
9億8,000万円
5.9%

繰入金
9億8,000万円
5.9%

地方消費税交付金
11億9,529万円

7.2%

地方消費税交付金
11億9,529万円

7.2%

地方交付税
32億2,852万円

19.4%

地方交付税
32億2,852万円

19.4%

その他一般財源
3億1,755万円

1.9%

その他一般財源
3億1,755万円

1.9%

歳　入
予算現額

346億1,078万円
収入済額

166億5,110万円
収入率 48.1%

歳　出
予算現額

346億1,078万円
支出済額

135億7,218万円
執行率 39.2%

国庫支出金
23億3,437万円

14.0%

国庫支出金
23億3,437万円

14.0%

県支出金
2億3,823万円
1.4%

その他特定財源
7億7,702万円
4.7%特

定

財

源 一

般

財

源

総務費
12億342万円
8.9%

総務費
12億342万円
8.9%

民生費
51億4,167万円

37.9%

民生費
51億4,167万円

37.9%

土木費
12億8,714万円

9.5%

土木費
12億8,714万円

9.5%

その他
1億2,677万円　0.9%

公債費
15億7,182万円

11.6%

公債費
15億7,182万円

11.6%

教育費
10億5,476万円

7.8%

教育費
10億5,476万円

7.8%

消防費
7億5,554万円
5.5%

衛生費
15億4,555万円

11.4%

衛生費
15億4,555万円

11.4%

農林水産業費
3億4,641万円　2.5%

商工費
5億3,910万円
4.0%

民生費
社会福祉・児童福祉などの経費

公債費
借入金の返済金

衛生費
保健福祉・ごみ処理などの経費

土木費
道路・公園・橋・河川の整備などの経費

総務費
市役所の全般的な経費

教育費
小中学校・幼稚園整備などの経費

消防費
消防や救急活動などへの負担金

商工費
商工業や観光の振興などの経費

農林水産業費
農業・畜産業・林業などの経費

その他
議会等の経費、大雨等による災害復旧事業

一般会計歳出

　歳入の収入済額は166億5,110万円、収入率は48.1％、歳出の支出済額は135億7,218万円、
執行率は39.2％となっています（令和5年9月30日現在）。
　前年同時期と比べ、歳入では、寄附金の収入率が114.6％上昇し、繰越金が46.5％低下して
います。市税においては市たばこ税の占める割合が0.8％低下しています。
　歳出では、農林水産業費の執行率が11.4％上昇し、公債費が8.0％低下しています。

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　 （20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム5 広報もばら　2023.12.1



重度心身障害者に対する医療費助成を行っています
　市では、重度の心身障害者の方へ医療費（医療保険診療分）の助成を行っています。

◆対 象　【身 体 障 害 者 手 帳】　１級、２級
　　　　　　　【療 育 手 帳】　Ⓐ、Ⓐの１、Ⓐの２、Ａの1、Ａの2
　　　　　　　【精神障害者保健福祉手帳】　１級
　　　　　　　※�65歳に達してから新たに手帳を取得した方および生活保護を受給している方は、

助成の対象となりません。
　　　　　　　※一定所得を超える方は、利用できない場合があります。
◆助 成 内 容　保険診療の適用となる医療費（保険調剤を含む）
　　　　　　　※健康診断料、診断書作成料、入院時のベッド代等は助成の対象となりません。
◆自己負担額　通院１回につき300円、入院１日につき300円、調剤は無料
　　　　　　　※市町村民税所得割が非課税世帯の場合は、自己負担はありません。
◆申 請 方 法　�障害者手帳、世帯全員の健康保険証、世帯全員のマイナンバーが分かるもの、障害

者手帳所持者名義の通帳を持参し、障害福祉課で申請してください。

申請・問合せ　障害福祉課（２階）　☎（20）1666　 （20）1610

定
期
予
防
接
種
の
対
象 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

◦�

今
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方

◦�

令
和
５
年
度
末
ま
で
に
65
歳
、

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な

る
方
（
４
月
末
に
予
診
票
を
送

付
し
ま
し
た
）
ま
た
は
60
歳
～

64
歳
の
方
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
お
よ
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す

る
方

※�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持

し
て
い
る
方
が
対
象
で
、
手
帳

の
写
し
が
必
要
で
す
。
接
種
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
６
年
度
以
降
の
定
期
予
防

接
種
対
象
者
は
、
そ
の
年
度
に

65
歳
と
な
る
方
の
み
の
予
定
で

す
。
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

任
意
予
防
接
種
の
対
象 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

◦�
今
ま
で
に
本
市
ま
た
は
他
の
市

区
町
村
の
助
成
で
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

◦�

65
歳
以
上
で
定
期
予
防
接
種
の

対
象
に
該
当
し
な
い
方

◦�

前
回
の
接
種
か
ら
５
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※�

任
意
予
防
接
種
は
、
令
和
５
年

度
ま
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
の

で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
早

め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

共
通 

◆
接
種
期
間

　

～
令
和
６
年
３
月
31
日
㊐

◆
助
成
回
数
　
１
人
１
回
限
り

◆
助
成
額

　

３
０
０
０
円

※
助
成
額
を
超
え
た
額
は
自
己
負
担

問
合
せ

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４　

⒇
１
６
０
０

　

市
で
は
、
公
共
交
通
に
関
す
る

基
本
的
な
指
針
と
な
る
「
茂
原
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
計
画
策
定
に
当

た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
募

集
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
提
出
期
間

　

～
12
月
21
日
㊍

◆
閲
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
、
同
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
、
市
役
所
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
本
納
支
所

◆
提
出
方
法

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
書

面
の
持
参(

土
日
・
休
日
を
除
く)

提
出
・
問
合
せ

〒
２
９
７
ー
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１

都
市
計
画
課
（
８
階
）

keikaku@city.mobara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
４
６　

⒇
１
６
０
６

　
市
で
は
、
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す

パブリックコメントを
実施しています

茂原市地域公共交通計画
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティマイシティモバラモバラ

　市では、東郷福祉センターにてインターネットやデジタ
ル機器に不慣れな高齢者に対し、デジタル技術の利用をめ
ぐる格差をなくすため、スマートフォン講座を開催しまし
た。2月まで月2回程度開催しているこの講座は、受講場所
や受講内容を選べる他、講師も多くいるため、手厚いサポー
トのもと学ぶことができます。
　初めてスマートフォンに触れる方もいる中、参加者は講
師から直接スマートフォンの操作方法を学び、少しずつ上
達しているようでした。

　緑ケ丘チャイルドハウスの園児たちが、秋の味覚サツマイモを力
強く引っ張り上げました。半袖でも汗ばむほどの晴天の中、園児た
ちは友達と力を合わせ土をかき分けたり、引っ張ったり、悪戦苦闘
しながら掘り出していました。なかなか出てこないサツマイモは、先
生にも手伝ってもらい掘り出すと、その大きさに園児たちは一瞬びっ
くりした表情を浮かべましたが、すぐさま目を輝かせおおはしゃぎ。
　片手では持てないほど立派なイモや細長いイモ、中には変わった
形のものも。さまざまなサツマイモを袋いっぱいに収穫し、園児たち
は満足気な様子でした。 ▲先生と一緒に“うんとこしょ～どっこいしょ”

▲機種による違いなども丁寧に解説します

1010/18/18

1010/24/24

大きいお芋採ったよ！大きいお芋採ったよ！

スマホの上達も、電源ボタンからスマホの上達も、電源ボタンから

緑ケ丘チャイルドハウス「サツマイモ掘り体験」

シニア向けスマートフォン講座

　市では、公益社団法人茂原市シルバー人材センターと「空
き家等の適正な管理の推進に関する協定」を締結しました。
　この協定により、市はシルバー人材センターと連携し、
市内の空き家等が管理不全とならないよう適正に管理し、
良好な住環境の保全および安全で安心なまちづくりの促進
に取り組んでいきます。

　茂原市レクリエーション協会（山口　律会長）による第20回千葉
県ウォークラリー大会が茂原工業団地北公園を中心に開催され、約
500人が参加しました。
　参加者は「爽やかな秋風に乗って」、「赤とんぼの里山めぐり」、「あ
りがとう学び舎」と称された3コースに分かれスタートし、友達や
家族と一緒に茂原の自然や歴史を感じながら歩きました。
　表彰式では、大会名誉会長の田中市長や副会長の内田教育長があ
いさつ。また、各コースで優秀な結果を出した3組と特別賞を受賞
した5人に賞品が手渡されると笑顔で喜びを感じている様子でした。 ▲疲れた表情もなく、みんな笑顔でゴール！

▲協定書を掲げる田中市長（左）と千村会長（右）

1111/6/6

1111/5/5

安全・安心なまちづくりに向けて安全・安心なまちづくりに向けて

「故郷もばら」を再発見「故郷もばら」を再発見

公益社団法人茂原市シルバー人材センター
との協定締結式

第20回千葉県ウォークラリー大会茂原会場

市民の日 4月1日（H14.5.25制定）7 広報もばら　2023.12.1



Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

お
知
ら
せ

12
月
10
日
㊐
～
19
日
㊋
は
冬
の

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

～
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、 

�

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
～

　

年
末
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
日
没
が
早
い
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
、
明

け
方
の
交
通
事
故
の
増
加
も
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

冬
の
交
通
安
全
運
動
は
、
①
飲

酒
運
転
の
根
絶
、
②
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
事
故
防
止
と
安
全
運
転
意

識
の
向
上
、
③
自
転
車
等
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守

の
徹
底
を
掲
げ
、
運
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
し
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５　

⒇
１
６
０
０

特
設
人
権
相
談
所
を 

�

開
設
し
ま
す

　

12
月
４
日
～
10
日
ま
で
の
「
人

権
週
間
」
に
ち
な
み
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
、
親
子
・
夫
婦
・

相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
名
誉
・

信
用
・
差
別
・
い
じ
め
・
体
罰
な

ど
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

◆
日
時

　

12
月
12
日
㊋
10
時
～
15
時

◆�
場
所

�　

市
役
所
５
階
５
０
５
会
議
室
、

本
納
公
民
館

　

ま
た
、
定
例
相
談
を
毎
月
第
２

火
曜
日
（
市
役
所
）・
第
４
木
曜

日
（
本
納
公
民
館
）、
13
時
～
16

時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５　

⒇
１
６
０
０

12
月
3
日
～
9
日
は 

�

障
害
者
週
間
で
す

　

障
害
の
あ
る
人
が
社
会
、
経
済
、

文
化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進
す

る
た
め
、「
障
害
者
週
間
」
を
設

け
て
い
ま
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

し
ま
し
ょ
う

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互

い
に
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
障
害
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
改
正

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
個
人
事
業

主
な
ど
を
含
め
た
事
業
者
に
よ
る

合
理
的
配
慮
（
※
）
の
提
供
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
社
会
の

中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要

と
し
て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え

ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が
重
す

ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
も
の
。

障
害
の
あ
る
人
を
虐
待
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う

　

虐
待
は
障
害
の
あ
る
人
の
権
利

や
尊
厳
を
脅
か
し
、
自
立
や
社
会

参
加
を
妨
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
虐

待
を
な
く
す
た
め
に
、
地
域
全
体

で
障
害
の
あ
る
人
を
見
守
り
、
支

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
障
害
福
祉
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
６
６
６　

⒇
１
６
１
０

　

今
年
も
、
共
同
募
金
運
動
の
一

環
と
し
て
、
12
月
１
日
か
ら
全
国

一
斉
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
が

始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
募

金
で
、
市
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
見
守
り
活
動
、
民
間
福
祉
団

体
の
活
動
支
援
な
ど
、
身
近
な
福

祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

募
金
活
動
は
、
戸
別
・
街
頭
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
千
葉
県
共
同
募
金
会
茂
原
市
支
会

　
（
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
�
１
９
６
９　

�
６
５
３
８

お
薬
が
不
足
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
全
国
的
に
薬
が
不
足
し

て
お
り
、
医
療
機
関
や
調
剤
薬
局

で
も
薬
の
入
荷
が
と
て
も
困
難
な

状
況
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
せ
き

止
め
等
の
薬
を
処
方
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問�

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　
　

医
療
民
生
課

☎
⒇
２
８
９
９

茂
原
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

茂
原
市
議
会
議
員
の
欠
員
が
４

人
と
な
り
、
議
員
定
数
の
６
分
の

１
を
超
え
た
た
め
、
公
職
選
挙
法

の
規
定
に
よ
り
茂
原
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
を
行
い
ま
す
。

◆
告
示
日(

立
候
補
届
出
日)

　

12
月
10
日
㊐

◆�

投
票
日

�　

12
月
17
日
㊐
７
時
～
20
時

問�

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９　

⒇
１
６
０
４

つながり　ささえあう
みんなの地域づくり

歳末たすけあい募金
12月１日～ 31日

千葉県共同募金会マスコット
びわぴよ
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Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

今月の納期
●固定資産税・都市計画税（第3期）
●国民健康保険税（第6期）
■納期限は、12月25日㊊です。

問合せ　収税課（２階）☎（20）1578　 （20）1609

※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※地方税統一ＱＲコード（eL-QR）を利用した納付もできます。
詳しくは「地方税お支払サイト」でご確認ください。

「地方税お支払サイト」
 https://www.payment.eltax.lta.go.jp/

介護保険の保険証を交付

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

問合せ　高齢者支援課（２階） ☎（20）1572　 （20）1610

問合せ　国保年金課（２階） ☎（20）1503　 （20）1600

　満65歳になる方（昭和33年12月2日～昭和34年1月1
日生）は、第1号被保険者の資格取得となります。12月
15日ごろまでに保険証（被保険者証）を郵送します。

　満75歳になる方（昭和24年1月2日～昭和24年2月1
日生）は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日か
ら後期高齢者医療制度に加入することとなります。今月
末までに保険証（被保険者証）を郵送します。

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）12月14日㊍・19日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 12月15日㊎　10時〜 15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 12月12日㊋　10時〜 15時（特設人権相談）・13時〜 16時（行政相談）
／場所＝市役所5階505会議室・本納公民館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■無料法律相談 （要電話予約）12月20日㊌　13時～ 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969
■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511
■シニアの
　健康・栄養相談

（要電話予約）12月4日㊊、1月15日㊊　13時15分～ 16時／対象＝75歳以上
／場所＝保健センター／問合せ＝国保年金課（2階）☎（20）1503

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）12月4日㊊　10時～16時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）12月25日㊊　9時10分～ 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６か月乳児相談 12月21日㊍（令和5年6月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6か月児健康診査 12月12日㊋（令和4年6月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 12月13日㊌（令和2年4月〜 5月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 12月14日㊍（令和3年6月〜 7月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■こころの
　健康相談

（要電話予約）12月18日㊊ 9時30分、 10時45分、 13時15分、 14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

12月5日㊋・22日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

12月5日㊋・8日㊎・22日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支
援センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括
支援センター☎（36）2123 ※本納地区高齢者相談会＝12月14日㊍／場所＝本納公民館１階相談室

■長生保健所
（※太字は予約制）

HIV等抗体検査、エイズ相談、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細
菌検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

※納め忘れのない便利な口座振替もぜひご利用ください。
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【
原
稿
提
出
・
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せ
】

秘
書
広
報
課
（
３
階
）

kouhou@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
１
２　

⒇
１
６
０
１

イ
ベ
ン
ト

会
員
募
集

名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ うたのわ 第1・3火曜日
10時～ 12時

コーラス混声合唱（モーツァルト「アヴェ・ヴェルム・
コルプス」、ヴィヴァルディ「グローリア」）、歌の
歳時記（歌曲・カンツォーネ・シャンソン等）／対
象＝一般／費用＝月2,500円（資料代等）／要申込

総合市民センター

☎080(1080)2134　
福井

❷ うたのつばさ 第1・3木曜日 ☎080(3737)3535　
鎗田

❸ アレンジフラワー 第3水曜日

14時～ 16時

華道とアレンジフラワー（造花含む）／費用＝月
1,000円（花代別1,000円～） 総合市民センター

☎090（7223）2163　
内山

❹ フラワーデザイン 第2・4土曜日
池坊いけ花とフラワーアレンジメント（造花含む）
／対象＝一般（初心者・お子様も歓迎）／費用＝1
回1,000円（花代別1,000円～）

東部台文化会館

① NPO法人ディー
セント・ライフ 12月6日㊌ 10時～ 13時

フードドライブ（フードロス削減）ご家庭の不要な
食品を集めて必要な方へお渡しします／対象＝一般
／費用無料

市役所1階 ☎080（1088）1359　
牧

② 骨董がらくた市と
フリーマーケット

12月9日㊏・
23日㊏ 8時～ 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090（4950）6193　

小曽根

③ 子ども食堂
米米くらぶ 12月10日㊐ 11時～ おにぎり炊き出し、無料食材配布（食材がなくなり

次第終了）／対象＝一般／費用無料
茂原市高師2234-2

（パシオス前）
☎080（1088）1359　
牧

④ 行政書士による
無料相談会 12月10日㊐ 10時～ 13時

相続手続き、遺言書作成、実家の空き家問題、相続
土地国庫帰属制度に関すること。その他もお気軽に
ご相談ください／対象＝一般／費用無料／申込＝12
月9日㊏12時までに電話にて（要予約）

本納公民館
☎090（9131）3384
千葉県行政書士
会長夷支部
村山

⑤ 季節茶会 12月10日㊐ 10時～ 15時
どなたでも気軽に楽しめるお茶会です。慌ただしい
12月、お薄一杯のひと時をどうぞ／対象＝一般／費
用＝500円

総合市民センター
☎（24）3413
茂原市茶道協会　
坂田

⑥ シニア向けスマート
フォン講座

12月12日㊋①スマートフォンを安全に使うためのポイント、②電源の入れ方・ボタン操作
の仕方、12月21日㊍①電話のかけ方・カメラの使い方、②アプリのインストール方法／開
催時間＝①9時30分～ 10時30分、②11時～ 12時／対象＝市内在住の概ね70代までの方／定
員＝各12人（申込順・1人2講座まで）／申込＝12月5日㊋10時〜電話にて／費用無料／貸
出スマホあり

鶴枝公民館1階
小会議室

☎（20）1519
総務課

⑦
成年後見制度お
よびその周辺問題
（相続・遺言等）
無料相談会

12月13日㊌ 10時～ 14時 成年後見制度およびその周辺問題（相続・遺言等）
についての無料相談に応じます／後援＝茂原市 茂原市役所

☎080（6640）0672
コスモス成年後見
サポートセンター　
森

⑧
音楽ボランティア
たんぽぽの会
「第4回レクチャー」

12月16日㊏ 14時～ 16時30分
童謡の歩み（その2）学びながら歌います／ピアノ=
青木美子／費用＝参加費500円、資料代500円／要申
込

総合市民センター ☎080（5439）9474
新村

⑨
チャリティーコンサート
第46回冬の夜の小
さな音楽会

12月17日㊐ 15時30分開演
（15時開場）

出演＝長生高校マンドリン部・コーラス部、茂原高校マ
ンドリン部・吹奏楽同好会、カモミール、茂原混声合唱
団「四季」、茂原交響楽団、長生ウインドアンサンブル
／チャリティー券＝500円／取扱＝東部台文化会館（全
席自由・前売りのみ）

東部台文化会館 ☎090（9370）3090
谷口

⑩ ちえの和
「ほほえみ」 12月21日㊍ 10時～ 幸せな考え方で心を軽くする座談会。12月のテーマ：幸

せになるのに必要なものは？／対象＝一般／費用無料 市役所1階 ☎090(8432)6707
村瀬

⑪ だて巻きを作ろう！ 12月23日㊏ 13時～ 16時
おせちの定番・だて巻きを手作りで作ろう！できた物はお持
ち帰りいただきます／定員＝25人／費用＝300円／持ち
物＝卵Lサイズ1パック、はんぺん（大）2枚、巻きす

総合市民センター ☎090(7823)7386
唐鎌

⑫
創業スクール
【特定創業支援等
事業】

1月13日㊏・
20日㊏・27日
㊏、2月3日㊏

10時～ 16時
創業計画作成のサポート、創業経験者による講演等
／対象＝創業予定者、創業間もない方／費用無料／
定員＝30人（応募多数の場合抽選）※申込は協会ウェ
ブサイト（https://www.chiba-cgc.or.jp）から

幕張テクノガーデン　
大会議室

☎043（239）3281
043（239）3292

千葉県信用保証
協会

⑬ バードウォッチング 1月21日㊐ 9時30分～ 15時

鶴枝遊水公園から睦沢町「やすらぎ公園」まで往復
約4キロのコースを千葉県野鳥の会の皆さんと一緒
にバードウォッチングしながら散策します／持ち物
＝帽子、水筒、敷物、弁当、雨具、双眼鏡か望遠鏡、
筆記用具、寒くない服装／対象＝4歳～大人（低学
年までは保護者同伴）／費用＝200円

鶴枝遊水公園
駐車場

☎090(8646)0443
茂原自然大好き
クラブ森川

⑭ 新春　茂原かるた
大会 1月21日㊐ 9時～ 13時

年代別で競技し、各優勝者に優勝賞品を進呈し
ます！／対象＝7歳～シニア（ひらがなが読める
方）／費用無料／申込＝12月20日㊌までにメール

（decentlife2023@gmail.com）にて

市民体育館
柔道室

☎080(1088)1360
理事長　マキ

⑮ 冬の星空観察 2月3日㊏
（曇天中止） 18時～ 19時45分

澄んだ空気の中で冬の大三角・オリオン座など冬の星空
を観察しましょう／対象＝一般（小学生以下は保護者同
伴）／定員＝20人／費用無料／持ち物＝防寒具

千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

☎0470（86）5251
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

⑯ 水辺の鳥の観察 2月11日㊐㊗
（雨天中止） 8時30分～ 12時

水辺にはどんな鳥がいるでしょう？観察に行きましょう（3
～ 4㎞ほどのハイキングになります）／対象＝一般（小
学生以下は保護者同伴）／定員＝20人／費用無料／
持ち物＝寒くない服装、里山を歩く靴、観察道具（ある方）

⑰ つるでかごを作ろう 2月12日㊊㊗
（雨天中止） 9時30分～ 15時30分

山に入って自分でつるを採取してマイバスケットを
作りましょう／対象＝一般（小学生以下は保護者同
伴）／定員＝10人／費用＝200円／持ち物＝弁当、
剪定ばさみ、軍手、作業できる寒くない服装

⑱
令和5年度戦没者
遺児による慰霊
友好親善事業

戦没者の遺児が旧戦域の住民と戦争犠牲者の遺族という共通の立場で交流し、広く戦争犠牲者の慰霊追悼を行
う／期日＝①フィリピン（2次）＝3月8日㊎～ 15日㊎、②中国＝3月21日㊍～ 29日㊎／対象＝戦没者の遺児／
参加費＝10万円程度／申込締切＝①1月7日㊐、②1月20日㊏／詳しくは要問合せ

☎043（488）4430
千葉県遺族会
事務局

お
願
い

●原稿の提出期限を守ってください。期限後の提出はお断りする場合があります。（2月1日号　原稿締切12月15日㊎）
●原稿の内容は簡潔にし、連絡先は日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集の掲載は年間2回までです。対象は市内公共施設等で活動している団体、茂原市認定市民活動団体です。
●主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載できません。
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●偶数月は「●偶数月は「短歌・短歌・俳句・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。俳句・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※※俳句、短歌、川柳の原稿送付先俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

高齢者の総合相談窓口　「地域包括支援センター」をご利用ください！
　地域包括支援センターでは、社会福祉士・主任介護支援専門員と保健師等を中心に、それぞれの専門
性を発揮しながら、職員全員がチームとなり、高齢者の方が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、
介護や日常生活の困りごとなどに必要な助言や支援を行っています。本市では、お住まいの地区により
4カ所の地域包括支援センターが無料で相談に応じていますので、お気軽にご相談ください。

ほんのう地域包括支援センター

茂原市本納2818-1　☎（36）2123　 （36）2138
◆担当地区
新治 上太田、下太田、大沢、柴名、桂、吉井上、吉井下

本納 本納、榎神房、高田、小萱場、法目、西野

豊岡 萱場、弓渡、粟生野、御蔵芝、清水、千沢、南吉田

ちゅうおう地域包括支援センター

茂原市小林2004-1　☎（26）7525　 （26）7526
◆担当地区
二宮 国府関、真名、山崎、押日、黒戸、庄吉、芦網、緑ヶ丘
豊田 長尾、大登、小林、渋谷、腰当、北塚、ゆたか

東郷 千町、六ツ野、木崎、谷本、本小轡、小轡、新小轡、七渡、東郷、中之郷飛地、川島飛地

みなみ地域包括支援センター

茂原市下永吉880　☎（20）2626　 （20）2627
◆担当地区

五郷 早野、綱島、中善寺、石神、八幡原、六田台、緑町、長清水

鶴枝 上永吉、下永吉、猿袋、三ヶ谷、立木、台田、野牛、中の島町

もばら地域包括支援センター

茂原市千代田町1-7-22　☎（22）3007　 （20）3008
◆担当地区

茂原

茂原、高師、高師町、萩原町、上林、鷲巣、上茂原、
箕輪、長谷、内長谷、墨田、早野新田、東茂原、大芝、
千代田町、八千代、道表、東部台、小林飛地、中部、
茂原西、高師台、町保

問合せ　高齢者支援課地域包括支援室（２階）　☎（20）1583　 （20）1610

★

■
公立長生病院 ■房総信用組合

★
GS
■

■セブンイレブン

セブンイレブン

■

■
南中学校

★

■
くら寿司千葉トヨタ■

千葉日産■
かっぱ寿司■

デニーズ■ ■ABCマート

★

■
くら寿司千葉トヨタ■

千葉日産■
かっぱ寿司■

デニーズ■ ■ABCマート

★茂原駅前
郵便局■

セブン　
イレブン

■
南口

茂原駅
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日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時

《内科系》 《外科系》

12月  3日㊐
い ち の み や
ク リ ニ ッ ク

☎（42）1616
宍 倉 病 院

☎（24）2171

12月10日㊐ 藤 島 ク リ ニ ッ ク
☎（47）3056

南 洲 会 長 生
ク リ ニ ッ ク

☎（32）1821

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、（25）8448へお問い合わせください。

今月の日曜開庁 12月24日㊐  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所（ほのおか館内）☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※�一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください。

【人口と世帯数】� 令和5年11月１日現在
●総人口　86,693人 ●世帯数　41,835世帯
●　男　　42,859人 ●　女　　43,834人
【10月中の動き】
●転入� 221人 ●転出� 234人 ●出生� 29人 ●死亡� 122人☎0

（通話無料）
120（4

しみんは

38）1
1

1
1

9
9

防災行政無線が再確認できます

登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　 （20）1602
※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。

いきいき仲間たちいきいき仲間たち

茂原市認定市民活動団体
NPO法人　ディーセント・ライフ

代表　牧　由美さん

「もったいない」を
「ありがとう」に

　皆さんは「フードドライブ」をご存じですか？「フー
ドドライブ」とは、家庭で食べ切れない未使用食品
を持ち寄り、それらを必要としている子ども食堂など
の福祉活動団体に寄付する活動です。近年では
困っている方を助けるだけでなく、フードロスの削減
にもつながる活動として注目を集めています。
　NPO法人ディーセント・ライフでは、毎月第1水曜
日、市役所１階にて食品の寄付を受け付けていま
す。集まった食品は、市内で活動している茂原市
認定市民活動団体「子ども食堂米米くらぶ」にて
全て無償で必要な方に提供される仕組み。ディーセ
ント・ライフと米米くらぶの両方で代表を務めている
牧さんは、これらの活動について「社会貢献に積
極的に関わろうとする方が増えることや、志のある方
と知り合えることにやりがいを感じる」と話します。
　現在、物価高騰により生活が厳しくなった世帯が
多いため、寄付食品は不足しています。牧さんは「寄
付は、1つでも大歓迎。子どもたちをはじめ、多く
の方が必要としている」と呼び掛けます。そんな中

ディーセント・ライフの活動に共感し、米や野菜を無
償で提供してくれる市内外の農家や企業もあるそう
です。中には「千葉市まで余っている食材を取りに
来てほしい」という声も。パワフルな牧さんに大勢の
心が動かされ、支援の輪が広がっています。
　今後の活動については、「フードドライブの場所を
増やし、みんなが助け合いの気持ちを持ってくれる
“思いやりある社会”を目指す」と熱を込めます。家
庭で食べ切れない食品1つから、“思いやりある社会”
を一緒に目指しませんか？

▲寄付された食品
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